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平成 25 年 1 月 24 日 

各  位 

 
                          会 社 名   日本電産株式会社 
                                  代表者名    代表取締役社長 永守 重信 

                          取 引 所    東証一部・大証一部（6594） 

       ＮＹＳＥ（ＮＪ） 

                          問合せ先  広報宣伝・ＩＲ部長 田村 徳雄 

                          Ｔ Ｅ Ｌ  （０７５）９３５－６１５０ 

 

 
 

当社子会社２社の平成 25 年３月期 通期連結業績予想の修正および 

当社子会社１社の期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 

   当社子会社である日本電産コパル株式会社(コード:7756 東証)、日本電産トーソク株式会社 

  (コード:7728 東証)は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 25 年３月期（平成 24 年４月１日～ 

  平成 25 年３月 31 日）の連結業績予想を別紙の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

  

    また、当社子会社である日本電産コパル株式会社の期末配当予想を別紙の通り修正いたしま 

  したので、お知らせいたします。 
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                                                            平成 25 年 1 月 24 日 

各 位 
                                        会 社 名        日 本 電 産 コ パ ル 株 式 会 社 
                                        代表者名    代表取締役社長      井 澤   茂 
                                       （コード番号 ７７５６            東 証 第 1 部） 
                                        問合せ先    常務執行役員         羽 鳥 伴 彦 
                                                  ＴＥＬ   03－3965－1111（大代表） 
 
                                        当社の親会社 日  本  電  産   株  式  会  社 
                                        代表者名    代表取締役社長   永 守 重 信 
                                       （コード番号  ６５９４    東証・大証第 1 部  ） 
 

通期連結業績予想および期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

   最近の動向等を踏まえ、平成24年 10月 24日の決算発表時に公表いたしました平成 25年 3月期（平 

 成 24 年 4 月 1日～平成 25 年 3 月 31 日）の通期連結業績予想および期末配当予想を、下記のとおり 

 修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

   1．通期連結業績予想値の修正について 

   (1)平成 25 年 3 月期の通期連結業績予想の修正（平成 24 年 4 月 1日～平成 25 年 3 月 31 日） 

  

売 上 高 

 

営業利益 

 

経常利益 

 

当期純利益 
1株当たり 

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 24 年 10 月 24 日発表） 

  百万円

 60,000

 百万円

4,100

百万円

 3,700

百万円 

2,400 

   円 銭

38.80

   

  今回修正予想（Ｂ） 

        

 51,000

 

△1,300

 

△1,300

 

   △7,000   △113.17

   

  増 減 額（Ｂ－Ａ） 

 

  △9,000

 

△5,400

 

 △5,000

 

△9,400 

 

   －

 

  増   減   率（％） 

 

△15.0

 

－

 

－

 

－ 

 

－

（ご参考） 
 前期実績（平成24年3月期） 

 

    56,116

 

 5,024

 

 5,121

 

1,068 

 

   17.03
 
 
   (2)修正の理由 

主力事業であるデジタルカメラ市場では、スマートフォンの急速な普及等によって、コンパクト

型デジタルカメラの出荷数が減少し、一部のカメラ・メーカーでは生産調整を余儀なくされたこと

等から、当社のコンパクト型デジタルカメラ向けシャッター、ズーム用モーター、金属外装品等が

売上減となりました。また、デジタル一眼カメラの新製品に搭載されるシャッターおよび交換レン

ズの増産を見込んでおりましたが、一部の機種で在庫調整が発生したこともあり、売上は伸び悩み

ました。 

利益の面につきましては、生産急減に伴う操業度の大幅な低下および新製品立上げロス、プロダ

クトミックスの悪化等により、大幅な減益が見込まれます。加えて、収益構造改革の検討により、

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益について、上記の通り下方修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想等につきましては、本資料の発表日現在における入手可能な情報に基づき判

断したものであります。従いまして、実際の業績は様々な要因により、この業績予想等とは

異なる場合があります。 
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   2．期末配当予想の修正について 

   (1)平成 25 年 3 月期期末配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第 2 四半期末 期    末 年    間 

 

  前 回 予 想 
（平成 24 年 10 月 24 日発表） 

 

      10 円 00 銭 

 

    10 円 00 銭 

 

      20 円 00 銭 

 

    今回修正予想 

 

10 円 00 銭 

 

       5 円 00 銭 

 

      15 円 00 銭 

 

    当 期 実 績 

 

       10 円 00 銭 

 

          - 

 

           - 

  前 期 実 績 
 （平成 24 年 3月期）実績 

 

       10 円 00 銭 

 

       5 円 00 銭 

 

       15 円 00 銭 

 
 

   (2)修正の理由 

 上記通期連結業績予想の修正を踏まえ、誠に遺憾ながら平成 25 年 3 月期の期末配当予想を１株    

当たり 5円減配の 5円に修正いたします。これにより、年間配当金は 1株当たり 15 円となる予 

定であります。 

 

以上 
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平成 25 年１月 24 日 

各    位 
会 社 名  日本電産トーソク株式会社 
代表者名 代表取締役社長 村田 薫 

(コード番号 ： 7728  東証第一部) 
問合せ先 経理部長 丹野 光好 

（TEL 046-252-3112） 
当社の親会社 日本電産株式会社 
代表者名 代表取締役社長 永守 重信 

(コード番号 ： 6594  東証・大証第一部) 
 

平成 25 年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 24 年４月 24 日に公表した平成 25 年３月期（平成 24 年４月１

日～平成 25 年３月 31 日）の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 
 

１．平成 25 年３月期 連結業績予想数値の修正 

通期連結業績予想（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益  

1 株 当た り

当期純利益

前 回 発 表 予 想 (Ａ ) 
百万円

30,600 

百万円

3,150 

百万円

3,150 

百万円 

1,850 

円 銭

48.08 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) 30,000 2,150 2,300 1,050 27.40 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △600 △1,000 △850 △800  

増 減 率 （ ％ ） △2.0 △31.7 △27.0 △43.2  

（ご参考）前期実績 
（平成 24 年３月期） 33,508 3,140 3,087 1,844 47.94 

 
 

２．修正の理由 

 当社グループを取巻く環境は、日中情勢や欧州市場の冷え込みの影響等を受けて売上高が減少し 

てきており、為替につきましても円安が進行し減益要因となっております。このような環境ではあ 

りますが、将来の成長に向けた開発部門の強化や、設備能力の増強を進めてきております。また、 

収益性改善のために構造改革を推進する必要があり費用を見込んでおります。 

  このような状況を踏まえ通期の業績を見直した結果、上記のとおり業績予想の修正を行うことと 

致しました。 

 

 

  

注）この資料に記載しております売上高及び利益の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものです。

従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の業務運営における状況変化等により、実際の売上高及び利益は

当該予想と異なる結果になる可能性があります。 

 

以上 


